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れんごうの
仲間づくり・絆づくり・居場所づくり

連合５校の小・中学生278名が和束小学校に集合!!

　児童生徒のみなさんおはようございます。先生方や関係者の皆様おはようございます。さて、みなさんは今日なぜここ
に集まったのか、その目的を先生から聞いたと思います。連合の各学校は、それぞれとても小さな学校です。小さな学校は、
小さな学校の良さがあります。
　小学校は３校で修学旅行に行きました。普段一緒に生活していないお友達と交流することで仲良くなることができま
す。大勢だとしにくいことも、小さいとしやすいこともあります。今日のような取組は、小さな学校の集まっている連合な
らではの取組です。みなさんが一緒に集まるのは初めてだと思います。しかも、小学校１年生から中学校３年生までが一
緒になるのも初めてですね。
　今日は、普段一緒に学校生活をしていない人と、ゲームを通して仲良くなってほしいと思います。
　みなさんは、連合という笠置町、和束町、南山城村の大切な子どもたちです。つながっているのです。３つの町村は「人口
が少なくなる」「子どもの数が少なくなる」などの共通の課題があります。それら全て自分たちの共通の課題です。
　連合教育委員会は、それらの課題に向き合いながら、みなさんにかしこくなってもらいたい、大きくなってみなさんが
協力して幸せな人生を送ってほしいと願っています。そのために同じ環境のみなさんをつなげたいと考えています。だか
ら、連合という同じ地域で頑張っているみなさんが、お互いに
仲良くなり、つながり、協力・協働し合うことでこの地域もみ
なさん一人ひとりも良くなっていく、きっとそうなるという
思いを込めて、今日の取組をすることにしました。
　次からはみなさんにも準備に参加してもらい何をするかを
考えてもらいます。
　今日はみなさん、思い切り楽しんでください。初めて出会う
人と仲良くなりましょう。みなさんは２町１村の仲間です。
　いろいろ言いましたが、この取組を通して、みなさんがつな
がることを期待して、はじめの挨拶とします。

相楽東部広域連合教育委員会の岡田善行教育長から 
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を楽しみましたみんなでゲーム

この取組の名前「れんごうつながりの日（カリ）」は、今回の取組の準備を進めた大人たちで決めました。
今回のこの取組は、本来子どもたちのものです。そこで、子どもたちから、イベントネームを募集し、こ
の取組のイベントネームを決定したいと思っています。決定次第、広報れんけいにてお知らせします。

緊張するなぁ…
どうやって声かけよう？

自分から話しかけてみよう

みんなのことをもっと知りたいなぁ

がんばれ

仲間っていいな〜
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まち・むら
topics

　
6
月
2
日（
日
）、
笠
置
町
消
防
団
教
養

訓
練
が
笠
置
町
運
動
公
園
で
本
団
役
員
の

指
導
の
も
と
、
礼
式
訓
練
や
操
法
訓
練
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
8
月
25
日

（
日
）に
京
都
府
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ

る
た
め
、
教
養
訓
練
に
参
加
し
た
団
員
は
、

真
剣
な
様
子
で
指
導
を
受
け
、
操
法
技
術

の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
操
法

大
会
本
番
に
向
け
て
日
々
訓
練
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

笠
置
町
消
防
団  

教
養
訓
練

笠置町

　

和
束
町
で
は
、5
月
11
日（
土
）か
ら
和
束
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、和
束
町
消
防
団
操
法
競

技
大
会
に
向
け
た
操
法
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。参
加
団
員
全
員
が
一
致
団
結
し
て
、熱
心
に

日
々
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

6
月
8
日（
土
）、馬
場
町
長
に
よ
る
激
励
と
相

楽
中
部
消
防
本
部
か
ら
操
法
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

和
束
町
消
防
団
で
は
、大
会
ま
で
の
期
間
中
の

土
曜
日
に
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。町
民
の

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

操
法
競
技
大
会
に
向
け
た
消
防
操
法
訓
練
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

和束町

　
６
月
３
日（
月
）、和
束
町
に
て
、W
a
z
C
a
r
の
運
行
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
W
a
z
C
a
r
は
、電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
呼
べ
る
、和
束
町
の
新
し
い
公
共
交

通
で
す
。バ
ス
で
も
タ
ク
シ
ー
で
も
な
い
、和
束
町
だ
け
の
公
共
交
通
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
日
時　
湯
船
地
区
発
着　
平
日　
　
午
前
６
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
日
祝　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
湯
船
地
区
以
外　
平
日　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
日
祝
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん

受
付
期
間　
乗
車
の
１
週
間
前
～
利
用
前
日
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　

 （
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
も
に　
当
日
予
約
不
可
、土
日
祝
の
受
付
休
止
）

予
約
方
法　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
0
2
0
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

問
茶
源
郷
和
束
交
通
運
営
協
議
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
0
2
0
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
Q
R
コ
ー
ド

　
　
※ 

茶
源
郷
和
束
交
通
運
営
協
議
会
は
、和
束
町
・
N
P
O
法
人
Y
u
b
u
n
e
・
和
束
町
社
会

福
祉
協
議
会
・
山
城
ヤ
サ
カ
交
通（
株
）で
構
成
す
る
団
体
で
す

ご予約はこちらまで

W
a
z
C
a
r
の
運
行
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

和束町
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あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
、個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
聴
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

「
テ
レ
ビ
の
音
量
が
大
き
い
」

「
聞
き
返
し
す
る
こ
と
が
増
え
た
」

「
聞
き
間
違
え
を
す
る
こ
と
が
増
え
た
」

こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
ず
は
今
の
聴
力
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
よ
く
あ
る
の
が
、「
ま
だ
補
聴
器
を
つ
け
る

ほ
ど
じ
ゃ
な
い
」と
先
延
ば
し
に
し
、い
よ
い

よ
困
っ
て
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
さ
れ
た
と
き

に
は
か
な
り
聴
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
補
聴
器
は
か
な
り
聴
力（
聞
こ
え
）が
悪
く

な
っ
て
か
ら
装
用
す
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、実
は
聴
力
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
う

ち
か
ら
正
し
く
装
用
す
る
こ
と
で
、こ
と
ば

を
聞
き
取
る
力
の
維
持
が
期
待
で
き
ま
す
。

補
聴
器
で
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
あ
げ

る
と
、聞
き
直
し
た

り
会
話
に
つ
い
て
い

け
な
い
こ
と
が
減
っ

て
、お
し
ゃ
べ
り
が

楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
残
念
な
の
が
、「
よ

そ
で
補
聴
器
を
買
っ

た
け
ど
合
わ
な
い
か
ら
つ
け
て
い
な
い
」と

患
者
様
か
ら
よ
く
お
聞
き
す
る
こ
と
で
す
。

補
聴
器
は「
買
っ
て
終
わ
り
」で
は
な
く
、ご

自
身
に
合
う
よ
う
に
定
期
的
に
き
ち
ん
と
調

整
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。当
院
で
は
広
い
聴
力
検
査
室

に
充
実
し
た
設
備
を
そ
ろ
え
、必
要
な
方
に

は
ゆ
っ
く
り
お
時
間
を
取
れ
る
補
聴
器
外
来

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。購
入
し
な
く
て
も

ま
ず
は
日
常
で
お
試
し
で
き
ま
す
。他
所
で

補
聴
器
を
購
入
さ
れ
た
方
も
、ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。院
長
は
補
聴
器
相
談
医
で
す

の
で
、補
聴
器
購
入
補
助
に
関
す
る
各
種
申

請
に
つ
い
て
対
応
で
き
ま
す
。

　

聞
こ
え
に
関
わ
ら
ず
、シ
ニ
ア
の
方
に
は

耳
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
ぜ
ひ
一
度
耳
鼻

咽
喉
科
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。知
ら
な

い
う
ち
に
カ
チ
カ
チ
の
耳
垢
が
ご
そ
っ
と
た

ま
っ
て
い
た
り
、逆
に
耳
の
触
り
す
ぎ
で
ぷ

く
っ
と
腫
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。適
切
な
処

置
を
す
る
こ
と
で
、聞
こ
え
の
維
持
に
つ
な

が
り
ま
す
よ
。

ほ
り
な
か
耳
鼻
咽
喉
科

堀
中
昭
良

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

 「
最
近
テ
レ
ビ
の
音
量
が
大
き
い
」と

言
わ
れ
た
ら�

～
補
聴
器
の
お
話
～

そ
の
108

保健・福祉保健・福祉

８月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  8月  4日（日） 内科
    　11日（日） 内科・小児科
    　12日（月・祝） 小児科
    　18日（日） 内科
    　25日（日） 内科・小児科
※ ７月分については広報れんけい６月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

 献血のおしらせ ～あなたのやさしさ待っています～（笠置町）

日７月24日（水）　午前10時～正午
所笠置町役場
対男性　17歳から 69歳まで
　女性　18歳から 69歳まで
　男女とも体重50㎏以上の人
　※ 65歳以上の人については、献血をしていただく人の健康を考慮し、 

60歳から 64歳までに献血をされた人に限ります。
　※患者や献血をしていただく人の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持 献血カード、または運転免許証など本人確認ができるもの
問笠置町保健福祉課　☎0743・95・2303 直
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教
育

Ed u catio n

令和６年度 乳がん・子宮頸がん集団検診のお知らせ（南山城村）

　今年も集団検診車による婦人のがん（乳がん・子宮頸がん）検診の日が近づいてきました。２日間で４会場を
回ります。最寄りの場所でお受けください。

日　程 受付時間 場　所 内　容

８月  8日（木）
午前10時～11時 高尾公民館 子宮頸がん検診

婦人科医による子宮頸がん検診
対象：20歳以上
乳がん検診
乳房のX線撮影（マンモグラフィー）
対象：40歳以上
骨粗しょう症検診
踵部の骨密度測定

午後１時～２時 農業者トレーニングセンター（田山）

８月19日（月）
午前10時30分～11時30分

保健福祉センター
午後１時～３時

自己負担金　子宮頸がん1,000円　乳がん 1,000円
　　　　　　※�骨粗しょう検診（骨密度測定）を無料でおこないます。
申��７月26日（金）までに保健福祉センター　☎0743・93・0294にご連絡ください。後日、受診票を送付します。

【子宮頸がんの個別検診について】
京都府内および伊賀市内の指定医療機関での検診は10月１日（火）～令和７年１月31日（金）までの予定です。
申��12月20日（金）までに保健福祉センター　☎0743・93・0294にご連絡ください。後日、受診票を送付します。

ゆるふる部活動「マウンテンバイク体験」
　５月26日（日）、昨年に引き続き和束町湯船MTBLANDで、ゆるふる部「マ
ウンテンバイク体験」が開かれ、管内小中学校20名の児童生徒が貴重な体験を
楽しみました。参加児童生徒は４グループに分かれ、それぞれに同年代のバイ
クチームメンバーがリーダーとして実技サポートしてくれていました。バイク
の乗り方から始まった体験でしたが、全員が短時間のうちに山道コースへチャ
レンジできるようになるなど、周囲の大人は子どもたちの成長ぶりに目を丸く
していました。
　相楽東部広域連合教育委員会では、部活動の検討を進めるとともに、３町村
の魅力を活かした総合型部活動としての体験活動をますます充実させていく予
定です。
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和束町史編さんだより

３町村合同京のまなび教室【一日大学生】
　５月18日（土）晴天の下、連合内の小学生とその保護者が「一日大学生」となって、同志社大学京田辺キャンパ
スを見学しました。この企画は、連合教育委員会が同志社大学の許可・協力のもと、大学の巨大な校舎と各種本
物の施設に触れること。また、学生が主体的に学ぶ姿、クラブ等の活動に真剣に打ち込む姿、そして仲間と楽し
そうに過ごす姿を五感で感じ取り、以後の学習や活動への意欲、そして「夢」につながることを期待しておこなわ
れました。一番子どもたちの瞳が輝いたのは、何といっても学生食堂での時間でした。

 第25回 和束の神社と荘園に関係あり
　現在、和束天満宮境内北側にある春日神社は江戸時代の建物で天満宮の末社となっていますが、創建は天
満宮より古く、天満宮と並ぶ和束郷の総社だったとされています。
　今回、考えたいのは和束の荘園領主と神社との関係です。和束郷は遅くとも平安時代には興福寺の荘園にな
っています。明治維新まで日本の神社と寺院は神仏習合で一緒に活動していましたが、興福寺と一体だったの
が春日大社、つまり春日神社でした。和束に春日神社が創建され、総社となったのは興福寺（春日大社）の荘園だ
ったからではないでしょうか。
　その後、鎌倉時代以降に和束は北野天満宮の荘園にもなっていきます。現在の和束天満宮本殿は貞和４年

（1348）建立で、室町時代のものです。以上から、以下のように考
えることはできないでしょうか。もともと興福寺の荘園だった和束
に北野天満宮の荘園になる部分もできた。そしてだんだんと北野
天満宮の力が強くなっていき、和束の総社も春日神社から室町時
代に建てられた和束天満宮へと移り変わっていったのではないか
ということです。
　どのようにして興福寺や北野天満宮の荘園になったのか、和束
のどこが興福寺の荘園で、どこが北野天満宮の荘園だったのか、
両寺社の荘園からどのようにして江戸時代の禁裏御料に変わって
いったのか、不明な部分は数多いですが、現在も残る神社と荘園
には深い関係があったと考えられます。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

天保14年（1843）の天満宮境内絵図
（和束天満宮蔵）

左上の「春日社」隣に「舞殿」があったことがわかる

同志社大学京田辺キャンパスを見学ローム記念館にて事前説明
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消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
子
ど
も
が
無
断
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
課
金
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
保
護
者
か
ら

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
小

学
生
・
中
学
生
の
無
断
課
金
の
相
談
が
目
立
ち
ま
す（
全
国
で
2
0
2
2
年
度
の
契
約

当
事
者
が
小
中
高
生
の
全
相
談
件
数
1
万
1
7
9
4
件
の
う
ち
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

に
関
す
る
相
談
件
数
は
4
0
2
4
件
、契
約
購
入
金
額
の
平
均
は
約
33
万
円
）。相
楽
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
例
と
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

事
　
例

●�

今
月
の
引
き
落
と
し
額
が
大
き
か
っ
た
の
で
発
覚
し
た
。高
校
生
の
息
子
が
、母
親
名

義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て
ス
マ
ホ
で
課
金
し
て
い
た
よ
う
だ
。

●�

昨
日
、カ
ー
ド
の
利
用
明
細
を
確
認
し
て
高
額
の
請
求
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、子
ど

も
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム
で
課
金
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。子

ど
も
に
は
夫
の
お
さ
が
り
の
ス
マ
ホ
を
使
わ
せ
て
い
る
の
だ
が
、夫
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
を
設
定
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
た
め
、使
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

対
　
策

〇�

保
護
者
の
ス
マ
ホ
で
遊
ば
せ
る
場
合
は
、保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
必
ず
ロ
グ
オ
フ

に
す
る
。

〇�

保
護
者
の
古
い
ス
マ
ホ
や
子
ど
も
専
用
の
ス
マ
ホ
で
遊
ば
せ
る
場
合
は
、子
ど
も
専

用
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
、「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
※
」機
能
を
利
用
し

て
保
護
者
が
管
理
す
る
。

〇�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、保
管
場
所
に
注
意
が
必
要
。子
ど
も
の
ス
マ
ホ
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力
し
た
際
は
、忘
れ
ず
に
削
除
す
る
。

〇�

キ
ャ
リ
ア
決
済
は
、必
要
に
応
じ
て
上
限
額
を
低
く
す
る
。（
子
ど
も
用
の
ス
マ
ホ
を

契
約
す
る
際
は
と
く
に
注
意
が
必
要
）

〇
日
頃
か
ら
決
済
完
了
メ
ー
ル
や
明
細
を
確
認
す
る
。

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※�

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用
状
況
を
保
護
者
が
把
握
し
た
り
、安
全
管
理
を
お
こ
な
っ
た

り
す
る
仕
組
み
で
、Ｏ
Ｓ
事
業
者
、ア
プ
リ
開
発
事
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

無
断
課
金
に
注
意
！

安心安全
ほっ

舞
鶴
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

～
海
水
浴
で
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

　
海
で
泳
ぐ
際
は
、監
視
員
が
い
る「
海
開
き
を
し
て
い
る
海
水

浴
場
」で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
海
水
浴
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、

　
　

 「
天
気
が
悪
い
と
き
は
泳
が
な
い
」

　
　
「
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
」

　
　
「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
」

　
　
「
小
さ
な
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
」

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
離
岸
流
に
流
さ
れ
た
時
は
、海
岸
に
戻
ろ
う
と
せ
ず
、海
岸
と

平
行
に
泳
い
で
脱
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、海
の
事
件・事
故
は「
１
１
８
番
」

（
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
）へ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

舞
鶴
海
上
保
安
部

　
　
☎
０
７
７
３
・
76
・
４
１
２
０

ウォーター
セーフティーガイド

令
和
６
年
度
第
２
回
京
都
府
警
察
官
募
集
に
つ
い
て

試
験
日　
9
月
22
日（
日
）

試
験
区
分　
（
１
）男
性
Ａ
・
女
性
Ａ（
大
学
卒
業
見
込
み
、
ま
た
は
既
卒
の
方
）

　
　
　
　
　
　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
35
歳
以
下
の
方
）

　
　
　
　
（
２
）男
性
Ｂ
・
女
性
Ｂ（
上
記
Ａ
区
分
以
外
の
方
）

　
　
　
　
　
　

 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
18
歳
以
上
35
歳
以
下
の
方
）

期 

1
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　
７
月
１
日（
月
）～
８
月
15
日（
木
）　
正
午
ま
で

　
2
．
郵
送
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
７
月
１
日（
月
）～
８
月
15
日（
木
）　
当
日
消
印
有
効

他 

詳
し
く
は
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

京
都
府
木
津
警
察
署
警
務
課　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

　
京
都
府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係　
☎
0
7
5
・
4
1
5
・
3
1
4
0

府警HP
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避難確保計画に基づく実動訓練

　６月３日（月）、笠置保育所で避難確保計画※１に基づく
避難訓練をおこないました。訓練当日は、子どもたちが防
災頭巾を着用して、避難経路を実際に歩いて避難先へ避難
することができました。
　また、京都府や町の担当職員も合同視察として訓練に参
加し、避難訓練終了後には京都府職員から保育所職員に向
けて、防災に関連した講話をしていただきました。
　実際に行動して見えてくる課題や確認点などを認識でき、
子どもたちの安全性を確保するための有意義な訓練となり
ました。
※１… 避難確保計画とは、要配慮者利用施設において作成が義務付

けられている計画です。

防災パトロールをおこないました 
（南山城村）

　５月24日（金）、防災パトロールをおこない
ました。
　出水期を迎えるにあたり、村内で災害の発生
が予想される危険箇所の現状を確認し、防災対
策の検討や関係機関との防災体制の確立を図る
ことを目的として、京都府関係機関や村、消防
団とともに河川や道路、土砂災害について危険
とされる箇所の現地確認をおこないました。 　　　
　今後も、京都府をはじめ、防災関係機関と連
携しながら、防災体制の更なる構築と災害に強
いむらづくりを目指します。

防災頭巾を着用して避難する子どもたち

京都府職員による講話の様子

パトロールによる現場確認

現場確認後、意見交換をおこないました。

定額減税や給付金に関する「詐欺行為」などにご注意ください。

　定額減税や給付金の給付を装った不審な電話やメール等が確認されております。
　不審な電話・メール等を受けた際は、最寄りの警察署にご相談ください。

警察相談窓口：＃9110
　定額減税や給付金について、市町村や総務省などが電話、ショートメッセージやメールなどでお知らせすることは
おこなっておりません。
　また、ATMの操作をお願いしたり、手数料の振込みを求めることは絶対にありません。
問 笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005 直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直
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